
インド･ビルマの国境

‖チン丘陵 "への旅

大 野 徹*

ビルマの古都マンダL,-から,北西に向か

ってテンド,ンイソ川沿いに飛行機で45分飛ぶ

と,カレーミ=1ウに着 く｡カL/-ミコウは,

インドとビルマの国境地帯チソ丘陵-の表玄

関であるC

私がカレーミョウに行ったのは,昭和44年

-1月18口 o 雨季は,平地ではまだ始まってお

らず,べら棒に暑い日だった｡カレーミョウ

の空港事務所で,汗をふきふき,入国管理官

に身分証明書 と旅行許可書を提示する｡ ビル

マにいる外国人が国内旅行を行なう場合には,

最低 2週間前に旅行申請書をだして政府当局

(私の場合は,文部省経由内務省)の許可を

得なければならないことになっている｡

カレ-ミョウは,チン丘陵の麓にある｡飛

行場の滑走路にそって家並みが細長 くのぴた

町である｡ ここからさらに東-24マイル行 く

とチント.ノイン川にでる｡ そこにはカレーワ

の町がある｡カレーミョウ･カレーワ闇の道

路は,今は旅客を溝威した古ぼけたノミスが何

台か通 る田舎道にすぎないが,第二次大戟未

聞イソ/こ-ル作戦に敗れた日本軍が撤退して

行ったのは,この道だった｡幾多の兵士がた

*大阪外国語大学 ビルマ語学科

おれていったこの道は,｢靖国街道｣とも｢白

骨街道｣ともよばれたと書かれたインパール
戦記の記事が,チラッと頭の中をよぎる｡

カレーミョウに着いた翌 日,私はジ-プを

一台雇って,ルシャイ族の住むタ--ン村を

抜け,チン丘陵に向かった｡夜中から降 り出

した雨がなかなかあが りそうにないので,今

日の旅行はついに駄目かと半ば諦めかけてい

ただけに,朝 8時クラクションを鳴 らしてジ

-プが迎えに来た時には,何 とも言えず娼 し

かった｡もともとビルマの田舎では,｢足｣を

確保するのに一苦労する｡それも辺地になれ

ばなるほど,はなはだしい｡借用料が高い(距

離や行く先によって多少の違いはあるが,普

通一日中借 り上げるのに100チャットから150

チャットくらいかかる)のには目をつぶると

しても,そのジープを探すのが大変だ｡ この

ジープにしても,前日カレーミョウの治安行

政委員会 (翠,警察,地方行政機関の三者か

ら成る行政組織o 通常,管区委員会は大佐ま

たは中佐,県委員会は中佐または少佐,郡委

員会は原則 として大尉が議長を勤めている｡)

に行って,書記長の協力を得た上でやっと借

りあげることに成功した代物である｡ 少 々の

雨 くらいでオジャンにさせられてたまるかと

私は,それまで雨空を呪みつけていたのだっ

た｡待ちかねていたジープは来たものの,前

冒,西の方に幾重にも重なって見えていたチ

ソの山々は,今日は雨雲に遮 られて全 く見え

ない｡

カレーミョウを出て舗装のないデコボコ道

を前後左右にゆられなが ら暫 く行 くと,ルシ

ャイ族の住む部落が幾つか目の前に現われて

は消えていった｡ このあた りの部落の入口と

出口には,必ずと言ってよいほど竹矢来が築

いてある｡今では治安が安定 してその心配は

なくなったが,数年前までは反政府軍がよく

部落を襲撃して物資を ｢調達｣していたので,
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東南アジア研究

写真1 カレーミョウからチソ丘陵へ向かう途中の関

所｡頭上の看板には｢77ラム県-ようこそ｣

と書いてある｡

自衛のためにこしらえたものだという｡ もっ

とも,中には ｢反政府軍｣の名を隠れみのに

掠奪をほしいままにする強盗や匪賊の類 もあ

ったようだ｡

カレーミョウから5- 6マイル行った所に

関所があった｡線路の踏切に使 う遮断機のよ

うなものがおろしてある｡遮断機の上のほう

には, ｢ファラム県｣ と書かれたビルマ文字

の看板が見える｡遮断機の前にジープが止ま

ると,傍の小屋の中から3- 4人の人がとび

出して来た｡警官だ｡ こういうこともあろう

かと,私はラング-ソを発つ前に文部省に行

って,次官名入 りの旅行許可書を予めもらっ

て来てあった｡それには訳がある｡以前,カ

ヤ-州の州都 ロイコ--行った時,旅行許可

は得てあったのだが許可書を携行 していなか

ったばか りに,｢外 国人が RestrictedArea

に無断で入 り込むとは何事か./｣と,ロイコ

一県治安行政委員会の責任者にこっぴどく叱

られ,挙句のはてに内務省-電話をかけて身

元を調べられるという苦い経験を私はもって

いた｡だから,それ以後,私は旅行をする時に

は同じ轍を二度 と踏むまいと,必ず証明書を

もらうことにしていた｡それが,ここで役に

立った｡駐在所長は,私が提示した旅行許可

書を子細に検討 してから, ｢実は,わしもチ

ソ丘陵-は一度 も行ったことがないんだよ｣

と言いなが ら遮断機を上げてくれた｡当然の
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ことなが ら,私はホッとした｡ もしも許可書

をもっていなかったら,目指すチソ丘陵を目

の前にしなが ら追い返されるところだった｡

関所を過ぎると道の両側に急に高い樹木が

現われはじめ,すぐ登 り坂 となった｡はやチ

ソ丘陵に入っているのだ｡ ビルマからチン丘

陵,インドのマニプール,アッサムを通って

チベットに至る途中の地方にはチベ ット･ビ

ルマ語系統の言語を話す民族がたくさん住ん

でいる｡ チソ族 もその一つである｡ おまけに,

険しい山と谷 とが次々と展開するこのチソ丘

陵では,山一つ越えた隣の村 とさえすでに意

志の疎通が困難だと言われている｡ つまり,

方言の分化が著 しいのだ｡チベット･ビルマ

系の言語を研究対象としている私にとって,

チソ丘陵は,そう言った意味でいわば ｢言語

の宝庫｣に等 しい｡今やその念願の宝庫に一

歩足を踏み入れたのだ｡思わず胸が ドキ ドキ

する｡

道は右に折れ左に曲 りながら, くね くねと

どこまでも続いている｡一部舗装 された所 も

あるが,大部分は赤土のままの道で,雨季に

なると土砂崩れでよく不通になるんです, と

運転手が言った｡暫 くすると,空が晴れてき

た｡ と同時に視界が開け,蓮か下のほうにビ

ルマ平地が見え始めた｡ジープは,絶えず左

右-の曲折運動を続けているが,それと共に

高度が ぐん ぐん上がって行 くのがわかる｡

2時間半ばか りして,カレーミョウから14

マイル離れた ｢第 3ゲー ト｣に着いた｡ この

名称は,英領時代の辺地行政の名残 りだ｡十

数軒のシザソ･チン族の家が,強風を避ける

ように道のがけ下に建っている｡茶店に入っ

てコーヒーを畷る.寒い｡私は運転手君から

レインコ- トを借 りて着込んだ.つい昨日ま

でいたマンダレ-の燃えるような暑さが,ま

るで うそのように思われる｡ふとあちこちの

山が,山火事の後のように黒焦げになってい

るのに気がついた｡焼畑だ｡チソ族 も焼畑耕

作をするのである｡
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写真2 シサ ン ･チ ソ朕の家屋と焼畑 (タイソキ ン村)

習く休憩し,上役, また車上,T'人 と工るC 第
3ゲ- トから先 も,ずっと登 り坂 た C ビルマ

乎地は, 遥か 下(･/｢ほ うに見える= 1年に1-

5台は,-ソドルをき りそこ/なって谷底に転

落する車があると,運転手が教えて くれた｡

1時間はか ;)CT)ぼったf肺 こ, また村があっ
た｡ 標識坂に ｢タインギソ村｣ と書いてある｡
時計を兄三'上IL三午近い｡.茶店に入了 (食事 を

とることにしたし｡運転手 と茶店のおかみさん

とが話 し合 -了告 ､る｡聞 くともなしに聞いて

いると,ボ-クサー (豚肉) とか,アークサ

- (親肉) とか言った単語が耳に入って来た｡

単語の面か らだけみると,シサ ン万言 もテ ィ

ーデ ィム万言 と大差な一一､ようだC

タイソギソか らフォー トホ ワイ トまでは,

さほ ど遠 くない｡ ここか ら道が分かれ,その

まま真紅 ぐ2-卜<イル北上すればテ ィーデ ィム,

トホワイ トは, かつて英軍の基地があった所

だが ,今は家 らしい 家 も′',_こく,道端にコンク

リー トの上告や煉瓦の破片等が残っているこ

とで, 辛うし ､∵三-れ と分かるにすぎな い L
Jf一二に 1自押 戦車があったり砲身をビルー!

側に向け,JIとよ運び去 られることも亡 く,戟

後二-十数隼問そ こにそのまま放置されていた

のだろ うハ海抜2()00m以 Lもある山の上に残

されてT.､る以上, 日本軍の ものでは,ない と思

われるCチソ丘陵は南北にのびる山脈だが,

ビルマ平地か ら陸伝いに行 くには, カ L/- ミ

ヨウか ら登 る道を除いて,ほ とん ど道 らしい

道はないと言 ってよい､ノ だか らこそ,J'j'JT二次

大戦当時敗走する英印軍が ここを通 ってイン

パール-落ちのひて行ったのであ り,それ7C;}

追 って日本軍 もここを通 って行ったのた〕 日

本軍兵士に向かっておそ らく何Iiijとな く砲火

をあごせたであろうそ釦 戦車 も,今はす ･ノ ′上

り赤錆 びてしまいスクラップにす ら,∴るよい
と思われるし 運転手Gl/)説明に よれ は, テ ィ

ーデ ィム寄 りの道には,そのよう左戦中がま

/+14- 5台は ころがっている由 L｡ テ ィ-デ ィ

ムまで行けば もはや日帰 りは不可能たか ら,

ここら辺で引き返すことにした｡ もともと私

の旅行許可書には,行先 としてカレー ミコウ

は記載 されているが,チン丘陵の名は記 入さ

れて い 工いのであるご ここまで来れば,上 々

だ ｡板に無理 してテ ィーデ ィムまで行ったと

ころで,町の入口で検問に引っかか り追い返

されるくらいが闇 ･I,jLIJだ｡いや,それにして

も行 ってみたい ものだ｡せ っか くここまで来

たのに./ 私は,運転手に話を切 り出そ うか

とうしようか,迷 った｡ そのⅠノ引こ⊥打こぶが千

切れそ うに痛 くたってきた｡谷底か ら吹き上

げて くる恐ろしく冷たい風のためだ .:,3OOOnl

近い高度では無理 もないのだが,エーィ,長居
は無用｡ 私は, とうとう引き返す ことにした｡

帰途,第 3ゲー トの茶店のおばさんか ら,

この近 くに日本軍兵上の死体 を埋めた跡があ

写真3 山腹につくられた段 畑々 (フオートホワイト
付近)
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るという話を聞いた｡チソ族の話すビルマ語

には妙な靴 りがあって聞きとりにくい｡チソ

族に限らず,いったいに山地民の話すビルマ

語は慣れないと聞きづらい｡カチソ州でもそ

うだった｡原因は ｢発音｣だけでなく,母語

の ｢声調｣の影響が無意識の内に出てくるか
らだと思われる｡いずれにせよ,詳 しい事情

を知 りたいものだと思って突っ込んできいて

みた｡すると,このあたり一帯では激しい戦

闘が行なわれ,戦火の後にはおびただしい数

の死体がころがっていた由｡早速案内を頼ん

で行ってみる｡潅木の生い茂った山腹を滑 ら

ないように注意 しながら下 りて行 くと,薮の

中に半分はど欠けた鉄かぶ とがころがってい

た｡聞けば,付近の茂みの中には,そのよう

な鉄かぶとや飯金等がいくらでも散 らばって

いると言 う｡

埋葬地 とは言っても墓石等置いてあるわけ

ではないので,よほど注意 して見ないと分か

らないが,山の斜面の所々に畳 1枚分 くらい

の広さの人工的な平地がある｡ 死体はそこに

埋めてあるという｡随分多勢の兵士達が戦死

したものとみえ,そのような平地はあちらに

もこちらにもある｡何年か前,日本政府から

派遣 された遺骨収集団は,ここまでは来なか

ったものとみえる｡ もっとも ｢行け｣と言わ

れても,現実には行けない所だから仕方はな

いのだが｡訪れる人とてないこの異国の丘陵

に,戦後二十数年間ねむ り続けている英霊達

の遺骨を,できれば日本-持ち帰 りたいもの

だと私は思った｡それを甘い感傷だと笑 う人

があれば,笑ってもよい｡戦争は,一面では

まだ未処理のままなのだ｡私は,心中合掌し

ながらチソ丘陵を後にした｡それから1カ月

たった5月下旬, 2年間のビルマ生活を終え

て羽田に帰 り着いた私は,目まぐるしいほど

建設速度の速い日本の姿に驚きととまどいを

感じた｡それだけに,何 もできずに立ち去 ら

ざるを得なかったチン丘陵の埋葬地の映像が,

未だに私の脳裡から離れない｡
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チャオプラヤー河流域の

潅漑調査より

海 田 能 宏*

4月3日, 2度目のタイの土を踏んだ｡ こ

れから始まる10カ月間の調査に対するワクワ

クするような期待 と一方では重荷を一身に背

負いこんだような一種悲壮な重い気持をも抱

いて｡ というのも3月末ぎりぎりまでかかっ

て農学部での私の研究に- くぎりをつけ,4

月 1日センターに移籍の発令,かばんに荷物

を押 しこんで3日には ドンムアンに到着する

というのだから,機中の数時間を気拝の一新

転換のために費やさざるを得なかったのであ

る｡ やや高度を下げて東北タイ上空を飛ぶ機

の窓から,点々と黒ずんだ縁の森を配する茶

褐色の大地を見下しながら今回の調査の方法

や対策を心の中で反すうしていた｡今回私に

与えられた調査期間は10カ月間であり,当セ

ンタ-のタイ研究計画の一員として派遣され

たわけで,調査目的をいちおう次のことに限

定,具体的な調査方法については個人的な知

己を得ているRoyalIrrigationDepartment

の Charin部長と相談のうえ,かなりの程度

まで彼に頼る心づもりをしていた｡タイ国と

りわけ広義のチャオプラヤ-河 (MaeNan

ChaoPhraya)流域 (中部 ･北部タイ)の擢

慨排水の全体像を現地踏査によって把握する

こと,そのうち資料の制約や現地調査のため

*京都大学東南アジア研究センター
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の道路事情などから北タイ語盆地,ナ-ソ河

(MaeNam Nan)流域,Centr;-llPhinl)杏

重点に深海の現状と発達史,水のあり方 とそ

れに対する水田農業の適応- すなわち品種

選択や栽培時期調節,微地形に応じた水のあ

り方 と水稲収量など- さらに上記 3地域に

ついて広域の滞概用水量 と水の/ミランスを計

算するための用水量や水文関係原資料を得る

ことなどを挙げることができる｡なお,私の

分野には圃場に定着 して漕潮排水技術,用水

量などに関する実験や試験を行なうべき問題

が山積 しているが,今回は時間的制約から実

行できないが,将来のための体制づ くりだけ

でも実現すべ く努力してみよう｡そして今後

東南7ジア諸国の比較研究の準備として当面

カンボジアと西マレ-シアに現地踏査の足を

延ばさなくてはならない｡ こういうことを何

度 も何度 もくりかえし確認 して不安を押 しこ

ろしていた｡

新参の私ではあるが当センター/ミソコク連

絡事務所2) の留守居役を勤めることになって

いるので,着後 2週間ばか りは前任の福井さ

んから1から10に至るオリエソティションを

授 り,方 々-のあいさつ回 りと事務引継ぎ,

それにバンコク探訪 と忙しく時をすごした｡

4月中旬 Charin部長 と今後の調査計画に

ついて相談,要望に応 じて最大限の助力をい

たしましょうとの快諾を得, おまけに RID

の役所の中に FAO派遣官 と同室の一室を与

えて下さることになった｡ これで一半の問題

は解消, もっとも調査のや りやすい恵まれた

立場に立つこととなった｡

T 現 地 調 査 か ら

すぐに計画をたて,まず CentralPlainの

フィ-ル ド巡察に出るo初回 ということで各

1) RTT)における慣例にしたがい,Ch(linat以
南の ChaoPhraya河流域,Ji,指すものとする｡
2) 4月 1日から次の新事務所に移転 した｡任

所は,258SoiAkansongkro,PhicllaiRo{ld,
Bangkok

IrrigationTractの inspectorが同行 して下

さる｡ Trとlrtの境界を出ると次の Tmctの

inspector に引きわたされるという具合の大

名旅行である｡ 最大渇水期を目前にしたカラ

カラにひか らびたかげろうのたつ農地を見て

まわる｡各プロジェクト域で幹線水路,支線

水路,水路構造物,ditch,一部では漕滴の実

際など代表的な箇所を一通 り調べ,オフィス

ではどんな資料を持っているかを聞いてまわ

る｡ 今回のフィ-ル ドのFl的はなるべ く多く

のエンジニア達 と会ってはなしをし,地形と

水源の条件からみた濯概の難易,漕滴方法,
資料の収積されている程度,エンジニアの英

会話の出来る具令 (今の私にはこれが大きな

ポイントでもある)を知 り,それによって今

後のやや intensi､7eな調査をすべき地域を定

めようとい うものである｡これによりCentral

Plain に関しては, 北から順に Pholathep,

Chnng Rae,Samchook,CllanaSutr(以上

1/十000-i/7,000の土地勾配をもったGl-eat-

erCh,10phr,ll,,lProl'ectの北半部地域),

NElkornLu(lng,West l〕<lnllこ,B乙IngYaTlg,

Chiengral{-KlongDarnの一部 (以上デルタ

中央から南部-かけてのそれぞれ特徴ある地

域)を選定することにした｡

ついで 5月後半北部の Chiang M Eli と

Lampang盆地をたずねて巡る｡ モンスーン

の雨は一足先に北部に訪れてお り,どの田区

も田ごしらえに忙 しい｡北部に滞在した8日

間毎日シコボシ コボと降 りつづく雨模様であ

った｡ この北部諸盆地は古い漕海の歴史を持

っているだけに,そして村落内の COmmuni-

cation や association が CentralPla′in に

比 して圧倒的に勝っているために末端段階の

滞概組織の整備はデルタ部のそれとは比較に

もならない0-万古い時代から存在 した深海

組織を有効に踏襲 してかな り古い時代 (と言

っても1930年代以降)に再整備 された水利

組織はそれなりに不都合な点 もあり (例えば

貯水施設 を もっていない場合が多い,flood
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controlが出来ない,上位の水の配分は施設が

旧式なだけに困難な場合が多いこと等), 上

位の水のコントロールを任務とする RID の

現場技術者には不満がたえないようでもあるO

北部では MaeKuang,MaeWang と Mae

Yom の3プロジェクトとその周縁域外を対

象地 と定めることにした｡

Nan 河流域の無漕概農地の踏査に出かけ

たのは8月上中旬｡東北タイの NollgKhai,

Ping河の ChiangMai,MaeKhlong 河の

BangPongから Ratcllaburiでは洪水だと

いうのに,Nan河流域はまだしもYom 河流

域のひからびた様子はどうであろう｡河川両

岸の後背湿地は水びたしで,そして少し標高

が高 くなるとひからびてしまう｡主たる滞概

水源はこの時期においてすら道路建設のため

の掘さく跡凹地のたまり水にすぎない｡作付

はこの水源に沿って帯状にひろがってゆくが,

水源から離れた田区では天水に頼 るしかない｡

今後降雨に恵まれないと作付放棄の農地 も20

% ぐらいは出そうである｡

まず大ざっばに巡察して対象地域を定め,

そこ-は原則として 1カ月に 1回の定期観察

をむねとして訪れ,そしてできるだけたくさ

んの書かれた資料を集めることにしている｡

極度に中央集権化された行政機構の中では現

場の事務所で資料を得ることはかな りむずか

しい｡当初はあきらめて資料収集は中央です

ることを原則としていたのだが,これはやは

り最善の方法ではなかったことがわかった｡

1, 2度の顔合わせでは地方事務所のエンジ

ニア達 も丁寧ではあるがただ見学に来たもの

としてしか扱ってくれないのだが, 3,4度

と重なるにつれてこちらの目的 もわかっても

らえてお互いに頼 りない会話のや りとりなが

ら次第にうちとけてきて,そのプロジェクト

域内の細部にわたる水配分の記録なども戸棚

の奥から出してくることになる｡ 1/10,000-

1/20,000などの貴重な地形図も頂だいできる

ようになる｡事実これらの詳細なデータのう
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ちの主部分のみが定期的に中央-報告される

が,他は日々の水配分のオペレーションのル

ーチンワークの記録として人の目に触れるこ

ともまれで眠っているらしいのである｡また

質問が末端水利組織の運用等細かいことに及

ぶ と,部落長 さん とか ditchriderや kae

muang(CentralPlainでは前者,北タイで

は後者の呼び方をする) という村の中にあっ

て最末端の水配分をつかさどる人達を呼んで

きて面接の通訳をひきうけてくれることにな

る｡ こちらが聞きたいこと,向こうも話した

いことがたくさんあるにもかかわらず頼 りな

い通訳では意図するところの 1/4程度コミュ

ニケイ トできるのが限度であろうか｡ こんな

ときはどタイ語ができぬことが悔まれること

はない｡

このような RID からの非公式の出張のよ

うなかたちでのフィ-ル ド調査 とは別に,港

概域周縁のノンプロジェクト地域の踏査 とか,

プロジェクト地域内にしても自分の足で気ま

まに歩いてみることも必要なように思われる｡

そこで時間のある限 り,道路がアクセシブル

である限 り一人で歩 くことにしている｡観察

地としてノンプロジェクト地域では Chang-

watUthaiThaniの NongChanからThap

Tllan,LopBuriから AmphoeBangMiに

かけて,Changwa′tPrachinl∋uriとCholburi,

それに Ping 河の下流域すなわち Nakhon

Sawan,KamphaengPhet,Takあたりの河

谷平野などをこれも1カ月に 1回 ぐらいの割

で定期的に,また滞慨地ではアクセシブルな

CentralPlain各域に随時出かけてゆくoこ

ういう場合武器は目と記録するためのカメラ

とモノサシ程度の道具とそれに自動車しかな

い｡書かれた資料などを見つけるのはまず不

可能で,濯概に関するプリミティブではある

がうまい工夫などを見出すのはまれなような

地域なのではあるが,何かすぼらしい知恵を

具現した現場に出くわすはずだと一日中緊張

して ドライブにゆく｡たまに小川からの取水
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装置(7 7･イと呼ばれる井ぜきなど),揚水用

ノミケツ,臨時の浅井戸からの揚水, ヤ シの幹

を利用したフ1),L -ムやパイプ,田越し漕潮

ではあるが一枚ごとに竹筒を用 いて次の田区

に分水する方法 とかにお目にかかれることが

あるが,濃蘭施設は何 もないことを確認する

だけの日もある｡ こうして目が暮れかけてカ

メラには何 もうつらな い時刻に/:るとほっと

緊張から解放されて今度は道路だけをL-7-̂つめ

てフルスピー ドで帰路につくct

訂 道 路事 情 な ど

こういうわけで当センタ-の赤い小さいダ

ットサンサニーライ トバンには非常にお世話

になっている｡ この串が少 々の悪路 も平気で

走って くれるのがありがたいが,それにもま

してあ りがたいのは道路網のすぼらしい発達

であるC-イウT_-の密度は以前 とはさした

る変化 もないようであるが舗装 はすぼ らし

い｡3) 全国的に幹線はほぼ完全舗装 といえそ

うである｡それに4けたの番号をもった3次

支線道路が年 /<仲びてゆくC そして Centml

PIElinのとくに北部に限っては l/250,000地

形図,HighwayDept･から出される1, 2,

3次同道地図は私の場合役に立たぬことがあ

る｡ これらの地図によって走行計画を組むと

ひどく損するぐらいに feederro(ld や OM

roadの密度がましつつある｡feederroadと

い うのは幹線または支線濃滴水路の堤上を利

用した幅員1(〕～12mのラテライ ト舗装道路,

OM road とい うのは滞凝水路管理 を 目的と

する同じく支線水路の股上を利用した幅員6

mのおおむねラテライ ト舗装の道 (ただした

いていは行きどまりになっている)のことで

あり,いずれも RID によってつ くられたも

のであるOこれらの道路はさして良くはない

31) 現在各地各所でアジ7-イウェ-の大工事か
進んでいるr また最近ではバ ンコク南東はずれ

の PhraKh(lnOng T= Cholburi両方の Sri
Racha問-イウI_-が開通し,Samrong運河
域-の自動車交通がはじめて可能になった∩

が ')月ですら驚 くほどアクセシブルである｡

ただしこれ らの道路の入口出口には鉄道踏切

のしゃ断機の上=)な/i-が下 りていてかざが

かか-)ていることがある｡ しかし普通は番人

が黙って開けてくれ,たとえ意地の悪そうな

番人ががんば一つていたとしても ｢クルソテー

プcT)クロムチ コソプラタ-ソの人間である｣

とウ､ノを言 うと_敬礼して通 してくれることに

立っている｡､ 私はいま,KIT)の 1/1｢)0,000

酒瓶地図を道路地図としても使っている｡な

お,デルタ南部 (北 ･中部でもPhaltH乙-iな

どの低地帯でも)の第一の交通手段は今でも

船であるから革では思 うようにゆかぬことが

多い｡運河にはか,'7-こらずスピードボー トがた

むろしているから,これをやとうことはさし

て困難ではないOただし賃借 1時間35-SOバ

-ツぐらいに値上 りしているようであるO

こうして4月の酷暑期の乾燥した農地 (4

月中旬になると乾季作の収穫 も70%がた終わ

っている), 5,6月の苗代期 と置播稲の播種

描, 地域によって時期が異なるので6,7,8,

9月と徐 々に進行する田柿,稲の生育に令わ

せて行なう水配分操作, 8月の洪水などの調

査や観察など各時期の水のあり方の変化を中

心に定点定期観察をむねとして現在 9月中旬

に至っている｡今後も稲の成育と水のあり方

を追って巡回をつづけたいと思っている｡

Ⅲ 濯激の Operationと

Maintenanceについて

Operation & MaintenanceDivisiorLの組

織と機能

現在私が属している格好になっているRID

のこの部局について若干しるしておきたい｡4)

すべての国営滞慨事業がその支線水路段階ま

で完成すると,そのすべてがこの郡の管軒下

に移 り最末端水利組織まで政府の手で管理維

4) RIDの組織と機能については冨士岡 :｢タイ
国のかんがい排水事業と今後の課題｣ ｢東南ア
ジア研究 1第4巻第 2号,I,･126(196())を参照の
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蓑 operation と maintenanceの費用

yea, F 1962 1 1963 ‡ 1964 i 1965 1 1966丁.霜 1｢義

持されてゆく仕組になっている｡この部の機

能はしたがって, 事業地域の Operation と

maintenance,すなわち滞概施設を操作 して

水配分をコントロールし,水路その他いっさ

いの施設の維持管理を行なうことがその一,

支線水路以下例えば ditch建設とか末端段階

の分水施設の建設 とかいわゆる末端整備の工

事を担当することがその二,この部の地方事

務所の組織 と濯概作業のための農民組織 とを

関連づけて施設を適切に運用してゆくべくま

ず農民組織づくりを指導すること (この部の

みで担当するわけではない)がその三,RID

の中では擢慨農業そのものを担当するに一番

近いところから,六つの潅漑農業のための試

験場と数多 くの demonstrati()nfarm をもち,

用水量試験,施肥試験,水稲品種の適応試験,

乾季畑作物導入試験などについて実験 と展示

を担当するのがその四である｡

その組織をみると,以上の機能をカバ-で

きるように七つの SeCtionとそれに68カ所に

のぼる地方事務所 (1968年現在)をもってい

る｡5) これらの事務所の多くは手前達自身の

opera′tion と maintenanceをするところが

と言いたくなるほどぜいたくで公園のように

美 しい居を構えている｡地方事務所 もproject

5) 七つの SeCtionは Dikesan(1DitchesPro-

JeCt,OperationandAgronomy,Maintenance,
Land and Soil,Statistics and Survey,
Revenueおよび Administration･地方現場事

務所 (Fieldo侃ce) は 4地域 の地域事務所
(Regionaloface)の下にあり,北タイに9,東
北タイに10,南タイに16,中部タイに33カ所で
ある0
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(OM Div･内部資料による)

engineerを頭に中央 と同様の組織をもち,地

方現場の各 section は中央の各 section と直

結 していて,次項で述べるような日々のデー

タないしは観察事項,要望などを日ごと,過ご

とまたは月ごとに中央に報告する義務をもつ｡

そして中央では各地の報告をもとに滞慨水配

分対策を総合的に判断し即座に命令を下 し実

施させる｡いわば地方は日と手足,中央は頭

という驚 くほど緊密な組織が出来あがってい

る｡地方事務所における水配分管理について

言えば,projectenglneer-WatermaSter-

zoneman(各irrigationprojectの域内をさら

にいくつかに細分 してこれを zone とい う)

-ditchriderあるいは kaemuang(1,2本

の ditch に沿 う域あるいは 1,000ライの面積

を単位 とし,その域内の小管理の責任をもつ ｡

農民から選出された代表｡)-commonirriga-

t()∫(農民の中から選出され,最末端の施設を

実質的に操作する｡)と組織がつながってお り,

要望はこのルー トをたどって上 り,指令は同

じく下って伝達される｡ とくに Projectengi-

neer,watermasterとzonemanはシーズン

には 1週間に 1度会合 して 1週間分の水管理

の対策をたて,苦情その他要望を処理すると

い う｡

この部の総人員は雇員まで含めるとおそら

く5,000人を軽 く越えるほどの大世帯で, な

お新たな擢概事業が完成してゆくごとにどん

どん大きくなってゆく仕組である｡わが国の

農林省農地局の中にはこの部に相当する大き

い組織は見当たらない｡ いわゆる operation
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と maintenance の大半は土地改良協同組合

または水利組合に移管されるからである｡ タ

イでは末端まで何 もかも政府が面倒をみるの

はなぜであろうか｡農民の側に大規模な広域

滞概事業の管理稚拝をしてゆくだけの技術,

資金,組織力がないことによるのは確かであ

るが,当事者の意見の中には例のライスプレ

ミアム制度6) が存続 している情況の中で早急

に潅概網を拡げ整備 しそれを運用してゆくに

は政府がすべてに手をかして当然だという空

気が強いO国営滞概施設建設の費用と水利禦

(W{lterfee i operCltion & m(lintenance

fee)はすべて71)-であるが7う,ライスプレ

ミアム制度があるかぎり,農民に一部でも負
担させると二重取 りになるとい うのである｡

ちなみに Operatjon&MaintenanceDiv.の

予算からライ当 りの維持管理費と末端施設づ

くりの費用を計算すると表のとお りである｡

ライ当 りにしてみると近年でも20/ミ-ツ前後

ぐらいのものである｡私などからみても安す

ぎると思えるのであるが,詳 しくは末端整備

の現状などと共に別に報告する機会があると

思 う｡

私が調査 したいと思っている分野のほとん

どすべてをこの部はカバーしてお り,ここの

部長の知己を得て非公式な客分ながらここに

席をおいていることは最大の幸せである｡

WaterOperationBoardarLdCenterに?

いて8)

周知のようにタイの主な潅胸事業地は東北

と南タイを除 くと広義の Ch(lOPhr,lya,Mne

(') 今年8月から暫定的にプレミアムを若干下げ
た〔 業者の輸出米取扱い量と米の gradeに⊂ヒ
i)プレミアムはトン当り1,10〔)～5nOバ-ツ (価
格の5.8弓%)と/J1--,ていろr (8月26日付ノミソ
コクポストによる)
7) 今年度中に完成する予定の北タイの 1Tfle
TaengProjectでは水利費を徴収することを検
討している〔これがいまのところ唯一の例外で
あ,3 ｡

8) Iiy(1rologysecti()nのClluChLlWEllSawadirk
氏のご教示と筆者の見聞とにより王とめた｡

Khlnng,BangPalくOng水系のわずか三つの

大水系を取水源としてい る｡その うちで も

CentralPlain の Greater Chao PhralT,1

Projectは下流域を含めると総面積約 12∩万

ha,貯水池は Tak の Phumipholダム一つ,

頭首工は Chainat のそれ一つといったよう

に超広域事業である｡それゆえ大き/JI上流域の

水配分コソトロ-ルをするための中央制御機

関が必要である｡ この役目を以前は Surヽ,el,

I)i､一･の HydrologySectionが受けもってい

たが1967年 5月これを独立させ atlthorizeし

て一つの W,lter Oper(lriorl Board ,lnd

Centerを設立 したrこの f30,lrd と Center

の棟能は一口に言って,現在 Gre,lterCllaO

PhrayaProjectと PctcllaburiProject,将

来は Gre<lterM,leKhlongProjectをも含

む地域のすべての水操作管理の制御 と指令を

つかさどることであるo Centerのほ うの具

体的な仕事は,

1.デ-タと情報の収集

1-1天気情況 日/Tの天気図と週間予報な

ど (Meteo･Dept･から)

1-2降雨量データ 全国の 日/<の降雨二罷

(Meteo.7)ept.から) と域内の日々の降

雨量 (各 irrigationpr()ject域における

測定値, 150カ所 ぐらいにおよぶ)

1-3河川水位 と流量,can(11の水位 と流量o

Ch(10 PIlraya 河,M(leKhlong 河,

Petchaburi河の重要な測点の伯は当日

のうちに無線電話で,minorな測点の値

は電報で翌 日到達する｡域内水路網につ

いても要所数十カ所の水位流量 も当日の

うちに無線通報 される｡

114 Phumipholダムと CIlaOPhr,ly(lーダ

ムの水位 と放流量 (日データ)

1-571く稲生育状況 (cropoutlookreport)

週間の水稲 (およびその他の作物)の農

作業段階,生育状況 (草丈 と生育ステ-

ジ),湛水深のデータが前述の zOnema11

によって観察測定 され,各 irrig(ltion
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pro]'ect単位でコンパイルされ週間報告

される｡

ト6用水量 各 irrigationprojectの総合

判断によって決定された週間必要水量が

要望として報告される｡

1-7塩分濃度 2月から5月の渇水期に限

り,Cha,oPhraya河 (河口からノミソコク

北端まで)とNakhonChaisri河 (Am-

phoeSam Pran まで)の必要地点の塩

分濃度の日データが報告され,必要に応

じて両河川問 のKhlong(運河)内の値

も3日または7日ごとに測定され届けら

れる｡

以上のデータの主部分の観測と通報とを支

えているのは OM Div･の地方事務所のスタ

ッフである｡実際はより詳細なデータを得る

ことのできる観測網をもっているが,Center

に報告されてくるのは広域水配分操作に必要

な主要地点のデータのみであることは先にも

述べた｡

2.分析と予測

2-1流域雨量を計算分析 し,Chainatのダ

ム流入量を解析

2-2CropOutlookreport のデータと,と

くに洪水期には平地の水の流動方向など

を判断し,これらを週間平均値 として大

地図(1/50,000)にプロットし, Central

Plainの作物 と水の状況が一日で備撤で

きるようにする｡

2-3濃蘭用水量,舟航のための必要水量,

雑用水量や乾季には塩水防除のために必

要な河川放流量を含めて週間の用水量を

各 irrigatic･npr(→jectごとに定め,全必

要水量を計算する｡

2-4必要水量につき Center側の総合的分

析から得られた値 と各 projectが要望 し

ている倍 とを比較検討 し,各 project-

の分水量を決定する｡ この場合洪水期に

は平地全面を覆 う水の流動方向を考慮し

なければならない｡
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2-5その他洪水期と渇水期に生ずる突発的

な水文現象を計測,分析し予測する｡

3.指令 と警報

決定事項を有線または無線電話で各pro-

ject-通告し指令する｡

そして Board のほうは原則として毎週 1

回7人の boardmemberが大地図といろい

ろの固化,表化された解析結果の前で検討を

加え,水配分操作を決定するo もちろん洪水

渇水 というク1)ティカルな情況になると随時

会合 して対策を練 らなければならないが,常

時は Centerの職員だけですべてを決定でき

るようである｡ 水のあり方 というものは平年

では安定しているものだからであるO

私はフィ-ル ドに出る前日に この Centcr

にお邪魔してデータを見せてもらうことにし

ている｡ ここにいる時間が一番楽しい｡タイ

の役所で,例外的に少ない人数 (10人 ぐらい)

でこの膨大な日常業務を処理している様は活

気に満ちている｡ 聞こえにくい無線電話にむ

かって四六時中どなっている声の中で日々の

データが即座にグラフ化,固化,表化されて

ゆくC机上も壁 も図表がいっぱいはりめぐら

されている｡ 3母敷 ぐらいの大地図の前に立

つと, Centralplainの水と水稲のありさま

がありありと日に浮かんでくる｡私がフィー

ル ドを定期的に巡っていることの目的の一つ

はここで得る数値化されたデータと実際に目

で観察する対象 とが頭の中で coincideでき

るように訓練 していることもあるのである｡

ここにあるのはデモンス tレ-ショソ用のも

のではなく,見学者用教材でもない｡日常の

ルーチンワークの結果が即座に図化され,そ

れをとり囲んで水管理対策を練 り,決定し,

指令を発し,実施するこのシステムはほんと

うにすぐれていると思 う｡

この中央水制御センタ-のデータ処理を最

近はやりの電算機にやらせることは誰でもす

ぐ考えることであるが,当事者達はまだその

段階ではないと考えているようである｡ その
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根拠は, もし電算機システムを導 入す ると

なると専用の大型のもの と, よ り日動化 さ

れたデータ伝達網が必要であること,現在の

ところ経験をつんだ人達の感覚的判断と前例
にもとづ く判断で十分であ り,そして電算種

で自動制御 されるに値するほど立派た水路網

の密度 と水路そのものの質に未だ達 してい,Jc-,:

いこ一二,また現状の人手をくうデ-タ集めや

処理 やその伝達なども｢い下級官吏が過剰気味

のいまでは何ら問題ではないこと,などいろい

ろ考えられようO もちろんこC)時勢であるか

ら RIT)とて電算機を敬遠 しているわけでは

左 く,化の比較的叩純なデ-jj処理には小型

の TP,M を数年来用いてお T),それに習熟 し

た技術者 もいるo そ してかな り近い将来の計

画 として Centerの業務を自動化すべ くいま

NF･T)ECO によって電算化構想が繰 Ll)れつつ

ある｡ 最近訪れる機会を得た北 マラヤの受

益面積 10万hI-の 九Tu〔1E-河開発計画におい

では工丁半完成後 (1970-7埼:-)の水配分操作

を情報電送 と電算機の組合せによる完全自動

制御システムにする計画である｡ すでに196()
年 り月からその工事にとりかかったと閃いて

い る で これはすべて Mud(l河プロジェクト全

体のコンサルタントである英国某会社の構想

になるものであるo この例 とRTT)の Water

OPer('1tim1T3O(lrdIlndCenterFニや り方を比

較するとき,後者の万に着実に自分の足で歩

いている好ましい姿を見出すようた気がする

のは筆者の欲 目であろうか｡

以上 RIT)の中でいつも私が接触 してお り,

かつ特徴のある組織 とそのはたらき,71紹介 し

た(､あまり感心ばか りしていると,いいほ う

の半面しか見てい/J:こいのでは/iLI7..､か とこのそし

りを受けそ うであるが,役所 L･いってもある

機構の内部に関 しては一名問,局問の柿の連

絡に関 してはネガテ 1ヴ上 評価が多いとして

ち-非常に緊密な縦の組織化ができあがって

いるように思われる｢

Ⅳ 潅漑事業の方向

濯泊招〔業の方 向とい うような大きな問題に

対 していま意見を申し述べる柄でも左いが,

とりあえず私の印象とでもい うべきものをす

こし述べてみたいo

濯激事業の外延的発展と内延的再整備とい

う双方の要請

水田に何らか のかた ちで用水が補給ざれる

面積は現7仁王骨 恒1つま)のを含めて全円で 250

万 11Elであるから91,全水Fn面精 7()07j11.i(lq()('

年現在)の 1/(,弱であ る｡滞蘭 地 は広義 の

CllnOPhr(ll-<1 河流域 と薫北}}イの一部に集

中 し,この域ではなお,N<ln河流域約40万1l･1
が調査中,M EleKhlongProject約 40万hn

が工事の第二投階, 東北でも Melて(,ng河開

発計画 lI=関連する大団地の濯潮工事4カ所合

計約 13万ha(いずれ も Mune河,Chi河流

域)が進行中である｡無漕潮地は一部非常に

プリミティヴな用水施設をもっている他は天

水田であり,天水田域は東北 /jイを中心に年

々急増 してゆくすう勢 にあ る｡ したが って

RTD は新 しい大工事を敬遠するわけにゆか

ず,資金は実に巧妙に主 として世銀左どから

調達 して,次 々とexte11Si､,e煩勘餌事業を推

し進めている｡

一方,CentrnlPhin では}jイにと一)て全

く新 しいこと, 1all(lconsolidlltion (即 易整

価)の計画が酎はじめている｡ CentmlP】;1jll

では雨季水稲作安定化から増収をはかる段階

に来ていることと,強い乾季作振興の要請が
礎 と,}二二一つてこの計画が出てきたようであるO

さらに,RTI)が1962年から着手 し/+IDikes

Etn(1DitchesProjectは今年度までに80万h;I

をカバーしていちお う完了 し,現在総点検 と

改修が進められているものの,農民が自力で

9) St(lt(iirrigation,Peopleirri抑ti()n,Tilllk
irrigEltion, Controlofw(lteruse I)rOl(､Lt

･+,:どすべてを合計した,
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つくるはずであったditch以下のSmallfarm

channelは未だに数%程度しかカバーざれて

おらず頭打ちの格好である｡この打開策とし

てRID からlandconsolidationの構想が出

されたという事情 もあるらしい｡ Dikesand

DitchesProjectについてマイナスの評価を

する人もいるが,私はそうは考えない｡1961

年までの計画当初のこのプロジェクトの主目

的は雨季水稲作安定化のために用水補給方法

を改良することにあり,事実現在雨季にはほ

ぼ十分に機能を発揮している｡ただ, 8年か

かって工事を完了したときには,目標が一段

高い,増収に寄与するための効果と乾季作に

対する用水補給の役目を負うことを要求され

ていたのだと考えたい｡

従来 RID の独走体制で建設されてきた漕

概事業であるが,本当の末端段階の整備を始

めることになると,他部局他機関との協力体

制をもたねば動きがとれないのではないかと

思 う｡上記の Iandconsolidation計画も実は

RID と LandC0-Operatives°ept.などと

の協力で進められようとする気運にあり,ま

たlandconsolidationを成功させる社会的要

件としての Multi-PurposeFarmersAssocia-

tionづくりの動きも数個の省 ･局の問で検討

されようとしている｡現在はこれらの実験段

階で,一andconsolidationについてはオラン

ダのコンサルタンツNEDECOが Chanasutr

(ChangwatSingBuri)にモデル地区をつ

くって基礎調査中であ り, Multi-purpose

FarmersAssociationに関連しては台湾農業

調査団が Sanphaya(ChangwatChaiNat)

に入 りこんで意欲的な課題にとりくんでいる｡

本年 6月末,このような課題について数省局

共催 (主として農林省農業経済局とオ-ス ト

ラリアのコロンボプランチームが世話をし

た)のシンポジウム ｢OnAspectsofDeve-

lopmentoftheCentralPlains｣が開かれた｡

これには関係省,局からとNEDECOや台湾

チームをはじめ FAO,ECAFE,コロンボプ
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ラン専門家などが参加 し,いろいろな問題が

検討された｡筆者も参会することができたの

でこのセミナーの様子などを別の機会に報告

させていただきたいと思っている｡ ともか く,

このような新 しい協力の動きがあることと,

擢概事業の末端整備は land consolidation

に至るべきことが認識されるようになってき

たことをタイの関係者と共によろこびたい｡

Floodcomtrolと Draimage

最近4年では1966年と69年が洪水気味の高

水年,67,68年は干ばつを引き起こした低水年,

とくに68年は ChaoPhraya河年間総流量か

らいうと 1/100年確率の低水年であり Chao

Phraya 河の最低記録はすべて68年のものに

書き換えられた｡今年は8月中,下旬に洪水

が東北タイの NongKhai,北タイの Chiang

Maiと ChiangSaen,下って MaeKhlong

河では BangPong と RatchaburiとNak-

honPathom の一部を襲ったoMaeKhlong

河下流域の DamnernSaduak運河沿いのす

ぼらしく集約化されたポルダ-の菜園地帯も

ちょっと目には壊滅状態であった｡こういう

状態をみるとき,関係者の切望する直播から

移植栽培へ,第一次栽培体系から二次体系10)

の擢概農業-と転換 してゆくにはまず気まま

な水文現象をコントロールすることが基礎 と

なるべきことを感じる｡私も以前は賛同して

いた 『小規模モデル地区開発優先論』なるも

のは,いまでは机上論とさえ思えるようにな

った｡ バンコクのいわゆるパネ リス トや経

済学者の論調に押されて,国家開発省は ｢今

後 2-3年は新たなダム建設計画を提出 しな

い｣とまで言わ されたようであるが11),Mae

Khlong 河の洪水を契機としてまた元の高姿

勢にもどったようにも見受けられる｡

10) 平野･白石･田辺 :｢カンボジアの稲作と水
利用｣｢世界の米のシンポジウム,東南アジア
の稲作と水利用=njPP.128-140(1968)参照o
ll) バンコクポスト紙による〔あまり確かとは言
えないぐ
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Ra′tchaburiの洪水がひききらぬ頃そこを

訪れた私の日にうつったのは,冠水 した田圃

で魚 とりに忙 しいお じさん,おばさん,娘さ

ん,子供達の姿であった｡手に手に網を持つ

もの,投網を投げるもの, トラップを仕掛け

てたたずむものとさまざまである｡私には彼

らが悲壮な表情をしているどころかちっとも

困っていないらしいように見えた.｡洪水が運

ぶ沈泥は次期作のために肥料になると考えて

いるし, 7-10日間冠水 しても稲は全滅 とい

うわけではなし, もしダメになっても水が引

いたらトウモロコシかあるいは再び稲を植え

ればいいし,いまはとりあえず魚を獲-,て暮

らすことにしようということのように見えたO

ここに計画と実際のギャップを見たように思

えた｡ どちらがいいか悪いかというのではな

い,が,水のコントロ-ルが完全な姿をとる

ようになるには,CelltralPlとtinにお い てす

ら,まだかな り先のことと感 じられただけで

ある｡

CentralPlain で1966年以来続けられてい

る大きな工事は排水路建設である0 6- 7年

のうちに現在の幹線 ･支線濯潮水路網に対応

する排水路網が濃蘭網 と同程度の密度で濯商
網の間隔を埋めるような形で出現するはずで

ある｡ 濯凝水路は地域の比較的高所を通 して

あるので,排水路は主に自然の流路を波探 し

て canalizeするだけである｡ 現状でははや

く排水するだけの機能 しか持ち得ないが,そ

れでも水稲生育初期の冠水害除去 と収穫期の

迅速な排水の効果は大きいものであろう｡ し

か し,排水の効果を信用 しない農民の中には

排水路用の土地を捉供 し,ない人達がいて工事

進捗のネソクになっているというO濯概工事

にもまして困難が予想される｡

排水計画によると,濯 海水路網の発達がた

どってきた跡をそのまま踏襲 して,まず疎に

幹 ･支線.を掘さくし,後に必要に応 じて各水

路に しIrainzlgeregulator ,Ji,つ くってゆ くc

ditL:hに相当する draillage(litLh かつ くら

れるのはかな り先の将来である｡ それでも近

い将来, 潅商 と排水が Water Operation

130ardandCenterによって統一的にコン ト

ロールされるようになると,用水の反霞利用
や水の含｣肌再配分 という面からみてもすぼら

しい効果が期待されるO

乾 季 作

CentralPlain の乾季作の進展についてこ

こでは統計資料を挙げて紹介する余裕をもた

ないが,筆者の感 じていることのみでも述べ

てみたい｡12)

乾季作推進10年計画の達成 目標は全体 とし

て十分 とまではゆかずとも,まずまずの程度

に実現 されつつあるようである｡1967/8年乾

季の作付面積は何 もかもひっくるめると18万

ライにのぼった｡統計上果樹,1琉菜そ して近

年では二期作水稲の成績がいいようである｡

ところがこの計画の担当者達の思惑 とは若干

ちがった方向で乾季作は伸びているように見

受けられる｡ すなわち計画では土壌 が比較

的畑作に適 した CentralPlとIin北半部に進展

政策の重点を置いてお り,この域に屯点的に

展示農場などを開設 して奨励 しているにかか

わらず,逆に乾季作の主要地域は依然として

南半部粘土質土壌の低平地であり,ここでま

すます伸びていると見受けられる0)であるO

にバンコク市場-の距離と輸送の容易さ,請

三に用水取得の比較的に容易なことを挙げる

ことができよう｡ ChaoPhraya河に沿 う/;

ンコク近郊 (Nonthaburi,Pathunlthalli)や

DamllernSaduak,MallaSaWat,RallgSitな

どの古 く起源をモンクソト王 とチュラローン

コーン王の時代 までさかのぼることのできる

Khlung(運河)沿いや,Nonthaburiの背後

1_7) 乾季作については,信士岡 ･海田:｢タイ国
バンコク平原Aのかんかい排水について｣ r~】東南
アシ7研究-_弟 5巻第 3-号1)P･155-1()+(1')67)
に若十述べたことがある｡濯臨方法,,1とについ
ては同文,1-参照｡
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に拡がる WestBankTraノCtには見事な樹園

地,菜園が展開している｡それらの多くは立

派な輪中堤で囲まれ,ラ-ッ1､と呼ばれる龍

骨車で常時濯概 と排水が行なわれ得る｡ この

域では waterconservationprojectの効果

で乾季にもKhlong網にかなりの用水が保持

され,そして作付面積に応じた必要用水量が

一干ばつ年でも最少隈の用水が-Cha･inatダ

ムから延々1501(m も運ばれて来るから,少

々の努力で用水を個々の畑に擢概できるので

ある｡これらの古い Khlong沿いには,かつ

てこの Khlongの掘さくに賃金労働者として

やとわれた華僑が定着 した場合もあるらしく,

その影響もあるのかどうか,見事な菜園の耕

作者の多 くは華僑の兼高 らしく見受けられる｡

彼らに対 して政府は米作農民に対するほどの

援助と心づかいを与えていないようであるが,

計数に明るくて小規模なが ら企業的経営をし

ている彼らは政策の思惑に関係なくますます

伸びているらしいのである｡

一方北半部地域では,作付地分布図を一見

すると明らかなように,小さいあまりに小さ

い団地が点々と散在しているばか りか,そこ

では極めて多種の作物が栽培されている｡ 例

外は Samchookのスイカ団地 (5,500ライ)

と Phophraya と Samchook にまたがる二

期作水稲(12,500ライ)ぐらいのものである｡13)
乾季に広い平野に散在する農地に用水を搬送

することは元来雨季水田補助擢概 (supple-
mentaryirrigation)のためにつくられた現在

の用水路網にとって過酷な要求であり,総合

的な耀海効率も極端に小さくなって能率の悪

いことおびただしい｡雨季における擢概効率

が良くて50%,悪 くて25%程度と見つもる閑

13) 1967/8年乾季における実績｡
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係者 もいるぐらいだから,乾季作のそれは20

%前後であろうと算定するのもあながち誤 り

ではなかろう｡

北半部地域の畑地と南半部のそれとをくら

べてみるとき,前者の粗放性 と見るからに生

産性の低そうであること,圃場内においても

濯概配分効率が極めて低 く農民白身にでも出

来る改良の余地が多く残されていることを感

じる｡白身で学び開いた歴史をもった農地と,

最近になって教えられて始められた北半部の

一部の小さな畑作地との差異は外観だけでも

素人目にもあまりにあざやかである｡

散在する作付地をまとめて一団地とし,そ

こで重点的に集約的な経営を行なわせること

は政策的にたい-んむずかしい｡乾季作を奨

励し補助を与える関係機関も一本化されては

いず,農業省,米穀局,内務省,土地開発局,

土地協同組合局,それにRIDと全く独立に各

自の計画をもっているので,農学的な可能性

よりも政策的 extension計画が優先して作付

地が選定される傾向にある｡ もちろん水源と

漕概施設操作の権限をもっているのは RID

だけであるので,年々の作付計画地をチェッ

クするのは RID であるが,120万ha′の上の

点に水を送るのに四苦八苦しているのが現状

であろう｡ こうしてみると,乾季作を振興す

るためにはまず関係機関の協調体制をつくり

あげることが先決のようにも思われる｡今年

あたりからこの協力体制づくりが芽はえ始め

たようであるが,この新しい事柄とそしてこ

のことを背景とする末端圃場整備の計画など

を含めて後ほど紹介する機会があろうことを

念じて中途半ばな本稿を終えることにしたい｡

(1()6')年 L)月 バ ./コ クにて)
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